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令和４年新春メッセージ

新年あけましておめでとうございます。
昨年も新型コロナが私たちの暮らしに大きな影響を及ぼしましたが、県民・事業者・医療関係者の皆さんの
ご協力により、第５波を乗り越えることができました。
しかし、感染再拡大のリスクは続きます。マスク着用、手洗い、「密」の回避など基本的な感染対策の徹底を
引き続きお願いします。県としても、保健所や医療提供体制の強化、３回目のワクチン接種の推進など、対策に
万全を期します。
同時に、「ワクチン・検査パッケージ」等も活用しながら、飲食、旅行、イベントなど、社会経済活動との両立も
図っていきます。
さらに、今年はポストコロナ時代を見据えた取組を本格的に検討・推進する年とします。
その１つは、時代の潮流であるデジタル化やグリーン化の加速。デジタル技術を、働き方、教育、医療・介護、
地場産業や農業など様 な々分野で取り入れるとともに、再生可能エネルギーの導入拡大や水素の利活用などの
地球温暖化対策に力を入れます。
また、少子高齢・人口減少社会への対応や、頻発化・激甚化する自然災害への備え、交流と日常生活を支える
道路ネットワークの整備など、すべての県民の皆様が安心して、育ち、働き、暮らし続けられる、だれも取り
残さない兵庫づくりを進めます。
大きなポテンシャルを持つベイエリアの活性化にも本腰を入れます。2025年大阪・関西万博は、兵庫に人・
モノ・投資を呼び込む大きなチャンスです。更なる発展の起爆剤とすべく、ベイエリアプロジェクトの起動、万博
の来場者を県内各地へ誘うフィールドパビリオンの具体化など、新たなチャレンジをしていきます。
もとより、こうした取組は行政だけでできるものではありません。民間との連携をこれまで以上に広げて

いきます。また、私自身が県内各地で地域の皆さんと対話を重ね、地域の課題やニーズを新たな施策に繋げていく
県民ボトムアップ型県政を推進します。
「躍動する兵庫」の実現に向け、飛躍の一年としていく決意です。
皆さんのご理解、ご支援をお願いします。

躍動する兵庫、コロナを乗り越え未来へ

新年のごあいさつ

あけましておめでとうございます。
昨年は、20年ぶりの知事交代となり、「躍動する兵庫」を目指す齋藤知事が誕生しました。
新しい年は、コロナからの創造的な復興に向けた挑戦の年となります。
当センターとしても「躍動する兵庫」実現のため、「活力ある地域づくり」、「安全・安心の確保」、これらを
支える「技術者の育成」の視点から様々な取り組みを展開してまいります。
また、技術者不足などの厳しい状況の中で、県・市町のニーズに的確に対応し、業務を効率的に遂行して
いくため、デジタル技術を積極的に導入してまいります。
工事監理遠隔システムや被災箇所調査システムなど建設ＤＸの取り組みを加速させるとともに、
災害調査等で不可欠なドローンの操作技術者の育成、研修面でもリモート研修やオンデマンド研修など
デジタルネイティブな人材育成を進めます。
今後とも、県・市町の皆さまからより信頼され、期待に応えられるセンターを目指して、役員職員一丸と
なって邁進してまいりますので、引き続きご支援を賜りますとともに、積極的に活用いただきますよう
お願いいたします。

吉 村  文 章

兵庫県知事

理　事　長



CON-TECH ひょうごがデジタルブックになりました
CON-TECHひょうごは、令和3年8月に発行した58号からデジタルブックの閲覧が可能になりました。
デジタルブック上で黄色く表示される箇所(※1)や、動画の再生バーが表示される画面(※2)をクリックすると、橋梁架
設の様子やドローン映像を閲覧することができます。

トピックス
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兵庫県及び県内の市町の建設技術の向上と公共事業の効率的な推
進を図るとともに、土地区画整理事業、まちづくり活動等の支援、流域
下水道事業及び流域下水汚泥処理事業に係る維持管理等を行うこ
とにより、より質の高い社会基盤づくり及びまちづくり並びに生活環
境の改善及び公共用水域の水質の保全に寄与することを目的とする

● 設立目的

Construction Technology Center 
for Regional Development のイニ
シャル「CTC」を上下のウェーブで囲んで
います。このウェーブは、南北を海に面し
た兵庫県の姿とともに“新しい風”と“新し
い波”を表し、 兵庫県まちづくり技術セン
ターの発展的な姿を象徴しています。

● シンボルマーク
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（都）国道2号線 加古川橋下部工工事
～加古川橋の老朽化対策と中心市街地の渋滞緩和～

兵庫県加古川土木事務所では、加古川市内の中心を流れる一級河川加古川を渡り、市街地へのアクセスに重要な役
割を担う、都市計画道路国道2号線 加古川橋の大規模な架替工事を実施しています。
センターでは、令和元年度に積算業務、令和2年度より工事監理業務を受託しています。
今回、事業の概要および現場での取り組みなどを紹介します。

◆事業の概要
加古川橋は、加古川市本町～米田町船頭、一級河川加

古川を渡河する橋梁です。大正 14 年に架橋、昭和33年に
拡幅され、架橋から約90年が経過した老朽橋です。
また、（都）国道2号線は、県南部の都市域の基盤となる

広域幹線道路ですが、加古川市内においては、東播磨道か
ら加古川橋までの区間で、慢性的な交通混雑が発生して
います。中心市街地部の一方通行も大きな要因で、これら
を解消するため、将来4車線化する計画とされています。

◆工事の概要と特徴
橋脚5基のうち、P5橋脚は既に完成しており、今回の工

事は、令和2年7月～令和4年7月の2箇年（2回の渇水期間）
で、加古川の流水部に位置するP1～P4の橋脚4基を施工す
るものです。 ◆工事監理

○厳しい制約条件（工程管理）
一渇水期間（11月～5月末）で、橋脚の構築を完了させ、河川内の
設置物を全て撤去しなければならないという、河川管理上、厳し
い制約条件があります。そのため、工事のステップ毎に行う段階確
認は、現場の待ち時間を無くすため、必ず早朝に行っています。
○現場臨場と在宅勤務の併用
コロナ渦を背景に、早朝に現場臨場を行った後は、在宅にて工
事監理記録の作成や次工程のリモート報告など、出来るだけ出勤
を抑制しながら対応しています。
○ICTの活用（遠隔確認）
ICT(情報通信技術)を活用し、工事現場をリモートで確認しながら、施

工者との打ち合わせや簡易な出来型確認などを試行的に行いました。

工事監理担当者から
4月から業務を担当している宮崎です。ニューマチックケーソン工事は、決められたサイ
クルタイムに則って、施工カレンダーを作成して行われました。渇水期間内の施工完了に
向けて、1日も遅らせることが出来なかったので、支持層の確認等の重要な段階確認は
平日・休日問わず必ず臨場実施しました。もう一度設計内容を勉強し直し、11月から再開
される第2期工事(P1、P2工事)に対応したいと考えています。

建設技術部 ICT担当次長 
加藤 一成

技術第1課参事
宮崎 直

建設技術部

仮桟橋の施工状況

○老朽化対策

○渋滞緩和

◯治水安全度の向上

全面的な架替により、老朽化が解消

交差点改良による交通渋滞の緩和

橋脚数が16基から5基へと減少

河積阻害の割合が軽減

事業の効果

橋長

上部工形式

下部工

L=382.7m

鋼6径間連続非合成箱桁橋

逆T式橋台:2基 橋脚:5基

ニューマチックケーソン基礎:4基

工事概要

一級河川 加古川

第2期施工
第1期施工

R2.7
完成

P1
P2

P3

P4

P5

（1）仮桟橋工【LIBRA工法】
河川内に橋脚2基を一渇水期間に施工するため、仮桟橋は重要

な仮設物です。短期間で効率的に施工するため、リブラ工法が採用
されています。本工法は、上部鋼製パネルを支持杭打設のガイドとす
ることにより、杭心確保を容易にし、上部工架設までの足場材の設置
を無くした省力化工法です。上部工と下部工の並行作業化が可能と
なり手待ちが低減して施工性、安全性を向上させながら工期短縮を
図っています。

（2）ニューマチックケーソン工
橋脚の基礎は、杭工法との比較検討により、河川内の支持層を確
実に確認でき、かつ工事費、工程ともに優位なニューマチックケーソン
工法が採用されています。
ニューマチックケーソン工法は、あらかじめ地上で躯体下部に作業
室を設けた鉄筋コンクリート製の函（ケーソン）を築造するとともに、作
業室に地下水圧に見合う圧縮空気を送り込むことにより地下水を排
除し、常にドライな環境で掘削・沈下を行って所定の位置に構築物を
設置する工法です。
施工手順は、構築、掘削、沈下作業をロット毎に繰り返し行い、地
耐力試験により地盤支持力を確認後、作業室内に中埋めコンクリート
をドライな環境下で充填します。
作業室内で地山を掘削・排土して、躯体を沈下させることで、橋梁

や構築物の基礎として幅広く活用されています。

材料搬入出設備

掘削設備

リモートによる工事監理の状況

下部工工事の様子
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ICT 活用について、次のような課題を設定し、
工事監理業務のさらなる効率化を目指して試行
検討していきたいと考えています。
①ドローン操縦スキルの維持向上
②リモート会議の積極的な活用
③デジタルデータを共有した施工管理

ICTのはなし工事管理日誌
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垂井南地区 A＝2.1ha
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小野市垂井南土地区画整理事業
～コンパクトな事業で早期完了を目指す～

　令和2年度末で舗装以外の工事が完了した小野市垂井南地区。
　事業区域の絞り込み、財源の確保により、土地区画整理事業の採算性に見通しがつきました。また、事業中はリスク
を低減することも検討し、併せて事業のコンパクト化を図りましたので、紹介します。

まちづくりの紹介

小野市地域振興部まちづくり課 課長 近藤 勝豊

まちづくり推進部まち整備課 課長 太田 淳

当地区は地元要望に端を発し、平成23年から7年の歳月を経
て平成30年3月に組合が設立されました。この間、地権者と一
緒に区画整理の勉強や、街の将来像について議論してきました
が、地区面積が小さく、従前地は大部分を農地が占め、補助金も
見込めず課題となったのが減歩率の高さでした。そこで、原点に
立ち戻り当地区の現状と課題を再認識するとともに、センター
の支援により事業計画を原点から見直し減歩率緩和と事業採
算性に見通しがついたことから地権者の同意を得ることが出来
ました。現在、換地処分に向け出来形確認測量を実施中で、すで
に完売した保留地では住宅の建築も始まっております。

垂井南地区は保留地処分を最優先とし大半を集約するとと
もに、早い段階から地区内及び地区周辺の地権者に保留地希
望の意向確認を行った結果、多くの方から
購入希望がありました。そして、組合役員、
小野市と何度も協議を重ねて平成31年
４月に仮換地指定を行いました。現在、
保留地も完売し、工事もほぼ完了したので、
来年度の事業完了に向けて作業を進めて
いるところです。

◆土地区画整理事業の概要
　本地区は、小野市役所（令和2年5月新庁舎開庁）から
南へ2kmに位置し、また、神戸電鉄粟生線小野駅から約
800mの徒歩圏に包含されています。
　交通至便な立地条件を活かし、公共施設の整備改善並び
に有効な土地利用の促進を図ることを目的に実施しています。
【地区平均減歩率 : 43.77%】

◆まちづくりの想い
　地域資源である「澄み渡る湧き水」を活かした4つのプ
ロジェクトを中心にまちづくりを展開します。

◆事業の工夫①(保留地処分の方法)
①保留地の集約
　本事業は、収入の約8割を保留地処分金が占めています。
　このために保留地の販売価格や販売方法（販売機関や
販売相手）を検討し、リスク低減を図る必要があります。

②販売価格や販売方法
　販売価格は、近隣の土地区画整理事業実施済み地区の
価格や最近の小野市での売買価格を参考にm2当たり価格を
見積もり、1宅地として販売した時の総価格を参考にしました。
　販売方法は、販売相手をエンドユーザー（保留地の利用
者）とせず、不動産会社やハウスメーカーを念頭に、地元を中
心に 相手先の検討を行いました。また、保留地購入者が効
率的に、またエンドユーザーの状況に応じた販売が可能とな
るように、可能な限り集約して保留地を設定しました。

◆事業の工夫②(工事費の削減)
①土地利用
　事業後の土地利用について丁寧に話し合い、早期に住宅と
なる土地の検討を行いました。農地として活用する土地につい
ては、農業用水の利用を行わない畑として整備しました。

②整備工事発注
　造成工事については、可能な限り一括で発注することと
し、 実施では1年6ヶ月に渡り工事を行いました。◆財源の確保(公共施設管理者負担金の導入)

　市道4020号は、小野市の道路ネットワークを構成する上で、
南端に位置する東西補助幹線として位置づけられています。
　市道4020号線東端は、主要地方道加古川小野線と鋭角
な交差点のため、安全性を確保するため、地区中央に幅員
9.5m道路を新設し市道4020号線を付替えました。
　幅員9.5m道路は、社会資本総合整備計画の内、 「元気
で安全・安心な兵庫の道づくり」として、小野市道路管理者
が交付金の申請を行い、組合へ公共施設管理者負担金とし
て道路用地費を交付しています。

幅員9.5m道路（全景） 幅員9.5m道路（県道接道区間）

■位置図

■事業スケジュール

区分
年度

H29 H30 R1 R2 R3 R4

事 業 認 可

換 地 関 係

造 成 工 事

保留地売買

認可
◎

(H30.3.30)

完了
◎

（R5.3 予定 )

価格交渉 売買契約

換地設計

仮換地指定
(R元.4) 換地計画

●

地区界・
工事測量

工事発注
(R元.12) 出来形測量

詳細設計 造成工事
●

交通ネットワークの強化
　地区中央に、主要地方道加古川小野線につながる
シンボルロード（幅員9.5m道路:前述）を計画し、大島
町と垂井町を結ぶ交通ネットワークを強化します。

1

水と緑の環境整備
　シンボルロードには、歩道整備と合わせて水と緑の
潤いある景観形成をめざし、植栽帯を活かした親水水
路（幅員1.0m）の整備も図ります。

2

地域コミュニティ醸成の拠点づくり
　親水水路の起点には、地域コミュニティ醸成の拠点
となる、まちかど広場（第2号公園）を 計画し、多世代
が集う憩いの空間を設けています。

3

継続的なまちづくり活動の促進
　事業後の継続的なまちづくりを見据え、親水水路の
維持管理（清掃活動）や、まちかど広場を創意工夫し
て利用できるよう公共空間として計画し、自治会活動
や井戸端会議、また地域住民が身近に集える「ひなた
ぼっこ空間」としての活用を促します。

4

親水水路

定期的に開催した地元勉強会(垂井町公民館)

■総事業費 254,000 千円の内訳 (金額:千円)

収　入 支　出

公　管　金
(道 路)

保留地処分金
(3,745㎡)

52,000

202,000

公共施設整備費

補　償　費

利　　　子

事　務　費

246,500

ー

2,500

5,000

収

支

計

画

第2号公園
A:100㎡

第1号公園
A:462㎡

重要調整池
A:560㎡
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（主）加古川小野線

CON-TECHひょうご58号 ▼ CON-TECHひょうご59号 ▼

13
情報コーナー

令和３年度 防災特別講演会（兵庫県防災エキスパート研修会）
14

砂防堰堤概略設計の実践研修を開催
～ひょうご土木技術マイスターと県砂防課職員が若手職員に技術を伝承～

※2※2
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姫路駅周辺整備が完了に
　　　　　　　　向けラストスパート!

姫路駅周辺では昭和62年2月に鉄道高架事業、土地区画整理事業、関連道路事業の都市計画決定を行って以降、
都市基盤整備の推進や新たな都市機能の誘導を図っています。
鉄道高架事業等の都市計画決定からまもなく35年、収束段階を迎える姫路駅周辺土地区画整理事業、アクリエひ

めじ(姫路市文化コンベンションセンター)のグランドオープン、令和4年5月に開院予定の県立はりま姫路総合医療セ
ンターなど、最終章を迎えつつある姫路駅周辺整備について紹介します。

◆鉄道高架と都市基盤整備
姫路市は、播磨地域における政治、経済、文化、教育の中

心であり、特に、姫路駅周辺では都市基盤整備が計画的に
進められ、播磨を代表する都市機能の集積地となっています。
姫路駅周辺では、鉄道高架事業がすでに完成しており、
関連道路事業を始め、いよいよ事業収束段階を迎える土
地区画整理事業（平成元年～）により、面的・総合的な都市
基盤整備が進められています。

◆キャスティ21による土地利用・都市機能の誘導
播磨発展の核となる都市拠点施設の導入を図るキャスティ

21計画に基づき、都市型ホテルや商業・業務施設などの高次
都市機能の立地を誘導し、令和3年9月には姫路市の新しい
交流拠点として「アクリエひめじ」がグランドオープンしました。

事業レポート

整備前後の姫路駅（北側）

キャスティ21
キャスティ21は、姫路駅周辺でJR山陽本線等連続立体交
差事業により新たに発生する広大な用地を活用し、「広域
圏の中核都市にふさわしい、にぎわいとうるおいにあふ
れた交流都市」の形成を目指すまちづくり計画です。鉄道
高架事業や姫路駅周辺土地区画整理事業、関連道路事業
等の基盤整備を一体的に行うとともに、播磨の中核都市・
姫路の玄関口としての「エントランスゾーン」、高次都市
機能が集積する「コアゾーン」、様々な交流と市民の創造
の場であるとともにうるおいの広場としての「イベント
ゾーン」などのゾーン区分を行い、それぞれの立地条件や
用地条件にふさわしい機能分担を図ります。また、相互の
連携を重視して全体として播磨圏域連携中枢都市圏の連
携中枢都市にふさわしいまちづくりを目指します。 

整備前整備前

整備後整備後
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◆エントランスゾーン
姫路の玄関口にあたる箇所であり、姫路駅北駅前広場
と大手前通りを一体的に再整備することによって、日本最
大規模の駅前空間に生まれ変わりました。バスターミナル、
タクシーや一般車ロータリー等の交通機能を適切に配置
することにより、ゆとりのある駅前空間を実現することがで
きたほか、新しく設けられた姫路駅北にぎわい交流広場で
は、多くのイベントが開催されるなど、市民の交流の場とし
ても活用されています。

◆コアゾーン
エントランスゾーンに隣接し、魅力ある商業施設などが
集積する商業・業務拠点ゾーンです。民間が事業主体とな
ることが想定されたため、建築物が円滑に立地できるよ
う、土地利用計画の方策（地区計画制度、特別用途地区、
高度地区・高度利用地区等）の活用について検討し、民間
の立地意欲を高める支援・優遇策を実施しました。

◆イベントゾーン
このゾーンは都心部に残された最後の大規模空間であ
り、「交流と創造のうるおいひろば」と位置づけ、本市の
シンボル空間として整備を進めており、令和3年9月には、
シンボルとなるアクリエひめじがオープンしました。

市民が集いにぎわうエントランスゾーン

商業施設が並ぶコアゾーン

アクリエひめじ前でのイベント
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事業レポート

①事業の目的
本事業は、JR山陽本線等の高架用地の確保、姫路駅を
中心とする南北市街地の一体化を図る交通体系の確保、
駅前広場および都市計画道路等の公共施設の整備改善
を行い「キャスティ21」推進のための新都市拠点としてふさ
わしい街区の形成を図ることを目的としています。

③姫路駅北駅前広場で
　全国的にも珍しいトランジットモール化
姫路駅北駅前広場は、姫路市の玄関口にふさわしい「城
下町・姫路」の顔とするため、事業前より約2.5倍に拡張整備
しています。（事業前：6,400㎡　事業後：16,100㎡）
また、平成27年より、大手前通りでは路線バスとタクシー
のみ乗り入れ可とするトランジットモールを導入し、車道を片側
3車線から片側1車線に絞り込む一方、歩道を約2倍の16m超
の幅を確保するなど、歩行者優先の道路空間としています。
駅コンコースから真正面に世界文化遺産姫路城を臨み、

その圧巻の景観を構成する目抜き通りは、再整備された大手
前通り（十二所前線以北は別事業）が演出しています。

②事業の概要
◆施行地区の面積：45.5ha
◆施行期間：平成元年度～令和6年度
◆減歩率：26.95％（公共減歩率 21.83％）
◆総事業費：323億円（公共施設整備費：91億円/移転移
　　設補償費：175億円/その他費：57億円）

姫路駅周辺土地区画整理事業

当事業は平成元年度の事業開始からすでに33年もの年月
が経過していることから、権利者からは「生きている間に完
了するの？」と冗談めいた話をされることがよくあります。
事業進捗率は90％を超えておりますが、移転対象物件が数
件と都市計画道路内環状東線の4車線化という本市に
とっても高架関連事業の総仕上げの路線整備が残ってお
り、少しでも早く整備を完了し換地処分へつなげたいと
日々努力しています。
高架事業が始まるまでの駅前は車と人でごった返し、暗く
なってからの待ち合わせは気を遣う状況であったものが、
当区画整理事業と合わせ駅前整備を行ったことで、キャッ
スルビューやキャッスルガーデン、芝生広場の完成、大手前
通りの一部トランジットモール化など、人が中心の空間を
整備したことで美しい夜景が創出され安心して滞在できる
空間となり、広く市民に愛されています。
令和3年9月にはアクリエひめじが開館したことで、商業的
な要素だけでなく文化の香りがする都心部が育っていくこ
とを期待しています。

姫路城を臨む現在の姫路駅北駅前広場

姫路市　都市局　市街地整備部　姫路駅周辺整備課

設　計　図
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大手前通り（十二所前線以北）再整備事業
姫路駅と世界文化遺産姫路城を結ぶ大手前通り（都市
計画道路駅前幹線）は、姫路市のメインストリートとして、潤い
とにぎわいを創出する道路空間の再構築を目的として、平成
26年度から令和2年3月にかけて再整備を実施しました。

交流拠点・アクリエひめじの誕生
①アクリエひめじの果たす役割
イベントゾーンには、姫路市文化センターと姫路市音楽演
劇練習場の機能を継承発展しつつ、コンベンションの場と
なる、姫路市の新たなにぎわいと交流の拠点施設として、
「アクリエひめじ」が令和3年9月にグランドオープンしました。
アクリエひめじは、文化芸術の拠点としての機能と、「も
のづくり力の強化」、「地域ブランドの育成」、「交流人口の
増加」を促進する機能を併せ持つ大規模な複合施設です。
これにより、市民文化の振興並びに都市魅力の創造・発信
を図り、地域住民の相互交流と中心市街地のにぎわい、都
市の発展に大きな役割を果たすことが期待されています。
また、施設西側には隣接して「キャスティ21公園」を一体的 
に整備し、施設へのエントランス機能を持たせ、都心部にお
ける緑とうるおいの空間を創出しています。

③新しい創造の架け橋「アクリエひめじ」
アクリエひめじには「未来へ続く、新しい創造の架け橋となる場
所に」との想いが込められています。これからの約3ヶ年をオープ
ニングシリーズと位置づけ、魅力ある多彩な音楽事業やイベント
等が企画されています。
さらに、アクリエひめじを活用した国際会議や学術会議、展示
会といったMICE（マイス）の開催・誘致を進め、国際会議観光
都市・MICE都市としての存在感を国内外に向けて発信します。

②アクリエひめじの概要
◆文化ホール（2F）
　大ホール（2,010席） 中ホール（693席） 小ホール（164席）
◆会議室（4F）
　大中小計10室の会議室（大会議室3室一体利用約690㎡）
◆展示場（1F）
　屋内展示場約（約4,000㎡・高さ10m）屋外展示場（約1600m²）
◆その他、メインスタジオ（約250m²）、大中小計6室のスタジオを配置

企業等の会議(Meeting)、企業等の行う報奨・研修旅行 
(Incentive Travel)、国際機関・団体・学会等が行う国際会議
(Convention)、展示会・見本市、イベント(Exhibition/Event)
の頭文字を使った造語で、これらの“ビジネスイベント”の総
称です。観光振興という文脈のみで捉えるのではなく、
MICEは「人が集まる」という効果はもちろん、交流から地域
への経済効果が注目されています。

～MICE（マイス）～まめ知識まめ知識

アクリエひめじ

場所（ゾーン）に応じた特色ある整備

完成記念式典テープカットセレモニー

大手前通り完成 シンボルロード整備事業完成 再整備事業完成

昭和30年
（1955）

昭和63年
（1988）

令和2年
（2020）

異なる施設や機能を持つアクリエひめじは、その個性を活
かしながら、施設を一体的に利用することで多彩なニーズ
に対応することができます。
また、施設西側のキャスティ21公園やまちなかエリア、姫路
のまち全体がイベント会場という発想で、姫路・播磨の豊か
な地域資源も活用しながら、MICEの開催・誘致を通じてア
クリエひめじを使っていただくことで、本市の魅力をたくさ
んの人に知っていただくとともに、にぎわいをつくり、地域
経済を活性化させていきたいと考えています。
播磨の連携中枢都市にふさわしいランドマークとして、これ
から多くの人に愛され、多くの人が集い、多くの出会い、発
見、価値が生まれる施設を目指して取り組んでいきます。

姫路市　観光スポーツ局　文化コンベンション推進室
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事業レポート

◆にぎわいと魅力が向上
姫路市中心市街地活性化基本計画（第2期）では、「人々

が行き交いまちの鼓動が聞こえる城下（まち）～高質なストッ
クを活かした、街なかの「にぎわい」と「活力」の増大～」を基
本テーマに、43事業の推進に取り組んできました。
ハード事業では、先に紹介した姫路駅周辺土地区画整
理事業や大手前通り再整備事業、キャスティ21コアゾーン
整備事業などがあり、ソフト事業では、コミュニティサイク
ル事業や姫路駅北駅前広場活用事業、商店街空き店舗対
策事業など、中心市街地のにぎわいや魅力づくりに向けた
取組みを行ってきました。
その結果、姫路駅北駅前広場では、音楽ライブやマル
シェなど、年間を通じて多様なイベントが行われ、市民や観
光客の憩いやくつろぎ、相互に交流する場として好評を得
ています。市民アンケートの結果、「最近５年間で、中心市
街地ではにぎわいが出てきたと思いますか？」という問い
に対し、中心市街地内居住者では、「思う」、「どちらかと言
えば思う」の回答があわせて約74%、中心市街地外居住者
では約61%と、居住地に関わらず半数以上の人が中心市の
にぎわいを実感しています（表－１）。

◆商業、業務施設の立地、居住者増加
新駅ビルや地下街、周辺商店街等への民間投資により、
一体感のある魅力的な駅前空間が誕生したことで、中心市
街地において大規模小売店舗が6店舗、ホテルが10軒約
1,900室（平成22年～令和元年）が新たに開業し、マンション
も42棟（平成26年～令和元年）が建設されるなど、中心市街
地の魅力と価値の向上により、民間投資が誘発され、居住者
や来街者が増加するといった好循環が生まれています。
さらに、マンションの建設に比例するように、中心市街地の
人口も増加傾向にあり、子育て世代が占める割合が多くなっ
ています。

◆観光客の誘致
姫路城を訪れる観光客については、新型コロナウイルスま

ん延以前のデータではあるものの、姫路城大天守の保存修
理工事完了後の平成27年度に大幅に増加し、その後は減
少傾向にあるものの、改修前と比べると増加した状況が続い
ており、外国人観光客の注目度も依然として非常に高く、本
市の観光客誘致に大きな役割を果たしています。

このように、一定の成果が現れている姫路駅周辺整備で
すが、中心市街地の小売業事業所数および年間販売額が
依然として減少傾向にあります。今後は、中心市街地全体へ
のにぎわい波及や滞留時間の延長などに向け、中心市街地
全体の回遊性向上が課題となっています。

姫路駅周辺整備の効果

さらに、「最近５年間で中心市街地は行きたい場所に
なったと思いますか？」という問いに対しても、中心市街地
内居住者では、「思う」、「どちらかと言えば思う」の回答が
あわせて約73%、中心市街地外居住者では約53%と、居住
地に関わらず半数以上の人が中心市街地の魅力を実感し
ています（表－２）。

姫路駅北駅前広場

中心市街地の人口・世帯数と人口増減率（各年3月末）表-1.最近5年間で、中心市街地では、にぎわいが出てきたと思いますか？

表-2.最近5年間で、中心市街地は行きたい場所になったと思いますか？

姫路城登閣者数

保存修理工事

新駅ビル（右）と新たに開業したホテル（左）

中心市街地内居住者…

中心市街地外居住者…

思う どちらかと言えば思う どちらとも言えない
どちらかと言えば思わない 思わない 無回答

中心市街地内居住者…

中心市街地外居住者…

思う どちらかと言えば思う どちらとも言えない
どちらかと言えば思わない 思わない 無回答
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今後の展望

◆豆腐町遺跡(奈良時代)の本発掘調査を実施

現在、アクリエひめじの東側では、県立姫路循環器病セ
ンターと製鉄記念広畑病院を統合・再編した「県立はりま
姫路総合医療センター」も令和3年11月に竣工し、令和4
年5月に開院予定です。その他の事業についても順次完成
を迎えており、姫路駅周辺整備も完成形に近づきつつあ
ります。
今後は、これらの事業によって形成された公共空間をど
のように活用し、活かせるかが重要な課題です。現在、課題
解決の試みとして、トランジットモール導入区間以北の道
路空間（歩道）活用を目的とした、「大手前通りエリア魅力向
上推進事業」があります。この事業は、沿道建物の一階に
飲食店舗などが入り、通りにイスやテーブルを設置し、大手
前通りを使いこなしていくことで、大手前通りが日常的に
にぎわい憩う場所になることを目指すもので、事業者有志

大手前通り活用社会実験「ミチミチ」

JR姫路駅周辺には、奈良時代に属する豆腐町遺跡があ
り、播磨国府に付属する工房群があったと考えられてい
ます。これまでも、高架事業等に伴い発掘調査が行われ
ており、兵庫県まちづくりセンター埋蔵文化財調査部で
は、平成25～26年度に姫路市の要請を受けた兵庫県教
育委員会の委託を受け、本発掘調査を実施しました。
調査の結果、奈良時代の井戸8基の他、土坑・柱穴見つ

かり、そこからは須恵器・土師器などが出土しています。

まちづくり推進部
次長 竹村 要一

兵庫県まちづくり技術センターは姫路駅周辺整備を総合的に支援しています

出土した 須恵器・
土師器の中には、
内面に漆が付着し
たものが多く認め
られ、調査地点の
近くに漆を使用す
る工房があったと
推定されます。

◆姫路駅周辺土地区画整理の推進を支援
姫路駅周辺土地区画整理事業の業務に携わり二十数

年。事業計画や実施計画、資金計画の見直しなど、事業運
営のお手伝いをしてきました。
この間、①翌日に異動を控えた3月31日に国交省で

行った事業費増額と施行期間延伸協議　②豪華なモ
ニュメントの見直しによる事業費の大幅な組み直し　
③計画変更と事業費増減に頭を悩ませた姫路駅北広場
など、今となっては懐かしい話ですが、当時は姫路市の
担当の方とともに綱渡りの作業をしていました。

共に汗（冷や汗？）を流したメンバーで「退職と事業完了
はどちらが先かな」などと語っていましたが、どうやら私
たちの退職が先になりそうです。
いよいよ土地区画整理事業は

最終章に入り、換地処分などの大
変な作業が目白押しとなります。
美しく世界に誇れる姫路駅周

辺の実現のため、センターはこれ
からも姫路市をしっかり支援し
て参ります。

による組織「大手前みらい会議（ＯＭＫ）」によって、令和元
年度から大手前通り活用社会実験「ミチミチ」が実施されま
した。また、令和３年２月、全国で初めて「歩行者利便増進
道路（通称：ほこみち）」に大手前通りが指定されたことか
ら、これから様 な々活用が予想されます。
今後は、中心市街地における大手前通り以外の沿道にお
いても、歩行者の回遊性向上、滞在時間の増加、新たなに
ぎわいの創出を目的として、沿道の軒先利用が可能となる
仕組み作りや、リノベーション（空き家・空き店舗などの再
生・利活用）まちづくりなどのウォーカブルな環境づくりに
資する様々な取組みを進めていく予定です。これからのま
ちづくりは、ハードからソフトに転換し、公民連携で事業が
推進されるような持続可能な仕組みが求められています。
魅力的なコンテンツが増え、にぎわいが生まれ、エリア価値
が向上し、居心地がよく「歩きたくなるまちなか」へ、それら
が循環していくような新たなまちづくりを進めていきたいと
考えています。
姫路駅周辺整備にかかる事業は、姫路市としても、類を
みないほど長期、多岐に渡る事業であり、国、兵庫県、（公
財）兵庫県まちづくり技術センター、西日本旅客鉄道株式
会社など、多くの関係者の皆様のご協力のもと、整備するこ
とができました。事業完了は、令和7年3月末を予定してお
り、いくつかの課題はあるものの、計画年度内に事業を完
了すべく、職員一同、全力で取り組んでいきます。そして、姫
路駅周辺整備事業が完了した暁には、多くの方々に新しい
姫路の姿を見ていただければと思います。

漆が付着した土器

兵庫県立考古博物館 提供
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(主)加古川小野線 東播磨道北工区 下村第6高架橋上部工事
～播磨地域の南北交通の効率化と地域の連携・交流促進～

地域高規格道路である「東播磨道」は、国道2号加古川バイパス（加古川市）と国道175号（小野市）を結ぶ自動車専
用道路として整備が進められています。
センターでは、現在北工区(第2期事業)の積算業務および工事監理業務を受託し、整備推進の支援を行っています。

◆東播磨道の事業概要
東播磨道は、兵庫県新広域道路計画（2021年3月）におい
て、「基幹道路八連携軸」として広域道路ネットワークを形
成する路線とされています。また、路線の機能・役割として
は、高規格道路として位置づけられており、東播磨地域と
北播磨地域を結ぶことで、周辺地域の活性化を図るととも
に、東播磨地域における交通渋滞の緩和や円滑な移動を
確保することを目的として整備が進められています。
全体計画では、加古川中央ジャンクション（加古川市野
口町）から（仮称）国道175号ランプ（小野市池尻町）を結
ぶ全長約12.1㎞の路線で、途中に5つのランプが計画され
ています。
これまでに、第1期事業（南工区）である、加古川バイパス
から八幡稲美ランプの約5.2㎞の間が整備され、平成26年
3月に供用を開始しています。
現在は、第2期事業（北工区）として、八幡稲美ランプ
から（仮称）国道175号ランプ間の約6.9㎞について、兵庫県

◆下村第６高架橋上部工事の概要
工事名　（主）加古川小野線　東播磨道北工区
　　　　下村第６高架橋上部工事（加古川市八幡町宗佐）
発注者　兵庫県東播磨県民局加古川土木事務所
工　期　令和2年3月9日～令和4年3月25日

建設技術部

工事監理日誌

高規格道路は、人流・物流の円滑化や活性化によって我が国
の経済活動を支えるとともに、激甚化、頻発化、広域化する
災害からの迅速な復旧・復興を図るため、主要な都市や重要
な空港・港湾を連絡するなど、高速自動車国道を含め、これ
と一体となって機能する、もしくはこれらを補完して機能
する広域的な道路ネットワークを構成する道路です。また、
地域の実情や将来像(概ね20～30年後)に照らした事業の
重要性・緊急性や、地域の活性化や大都市圏の機能向上等の
施策との関連性が高く、十分な効果が期待できる道路で、
求められるサービス速度が概ね60km/h以上の道路です。

～～高規格道路とは～～まめ知識まめ知識

下村第6高架橋
橋　種 : 鋼3径間連続非合成細幅箱桁橋　設計荷重 : B 活荷重
橋　長 : 188m　幅員 : 12.65m(暫定時)

下村第6高架橋は、（仮称）八幡北ランプの南に位置す
る、橋長188ｍ、幅員12.65ｍ（暫定時）の鋼3径間連続非合
成細幅箱桁橋です。
本橋で採用されている細幅箱桁橋は、従来の箱桁よりも
箱断面の幅を狭くし、フランジも厚くすることで、縦リブ本
数低減や横リブを省略し、箱内構造の簡略化・合理化を
図った箱桁橋です。
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北工区の全景

加古川土木事務所および加東土木事務所により工事が進
められています。



10CON-TECHひょうご59号

◆工事監理
センターでは、令和元年度より下部工の工事監理業務を
受託し、令和3年7月に無事に完成しました。現在、上部工の
工事監理を引き続き実施しています。
上部工については、下部工完成後の7月より架設を始めて
おり、10月上旬に（主）宗佐土山線との交差部となる中央径
間（第2径間）の落とし込み架設を完了、11月末現在、全て
の桁の架設が完了し、現場塗装を実施しています。
側径間（第1径間および築3径間）の架設については、ベン
トを使用したクレーン架設を行っています。立体交差部の
中央径間（第2径間）については、交差する（主）宗佐土山線

◆下村第６高架橋上部工事の概要
工事名　（主）加古川小野線　東播磨道北工区
　　　　下村第６高架橋上部工事（加古川市八幡町宗佐）
発注者　兵庫県東播磨県民局加古川土木事務所
工　期　令和2年3月9日～令和4年3月25日

工事監理担当者から
4月から業務を担当しています。夜間作業のため、架設順序・作業員の配置・設計値の再確認等
の準備を念入りに行いました。令和4年2月頃から床版コンクリート打設を予定しており、打設
管理に注意したいと考えています。
これまで新型コロナウイルスの影響もありましたが、工程に大きな遅れも無く施工できている
ことに安堵しています。引き続き工事竣工まで、事故等が無いよう取り組んで行きたいと思い
ます。

建設技術部 技術第2課
左）課長 岩戸 寿明 
右）技術専門員 長 手   稔

A2橋台の上空より（加古川方面）

下村第6高架橋は、（仮称）八幡北ランプの南に位置す
る、橋長188ｍ、幅員12.65ｍ（暫定時）の鋼3径間連続非合
成細幅箱桁橋です。
本橋で採用されている細幅箱桁橋は、従来の箱桁よりも
箱断面の幅を狭くし、フランジも厚くすることで、縦リブ本
数低減や横リブを省略し、箱内構造の簡略化・合理化を
図った箱桁橋です。

の交通量が約15,000台/日と非常に多いことから、日中の規
制を行うことが難しく、夜間に通行止めを行い、その間に架
設する必要がありました。そこで、主桁1本（約43ｍ）を地組
し、550ｔクレーンを用いて一括架設し、これを3日間連続で実
施する計画としました。550ｔクレーンの使用にあたっては、地
盤対策も必要となりましたが、夜間架設については、主桁3本
とも規制時間内に無事に架設することが出来ました。

夜間架設状況

・箱桁断面の簡略化、合理化を図った、少数 I 桁の箱桁版 
・曲線桁や広幅員にも対応可能
・縦桁、ブラケットなどの床組構造を簡略化

～～細幅箱桁橋とは～～まめ知識まめ知識

従来箱桁橋 細幅箱桁橋
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上下水道事業部処理場施設の統廃合を支援
～生活排水処理効率化の推進～

下水道、農業集落排水施設、浄化槽等の汚水処理施設の維持管理をより一層効率的に進めるため、市町が行う生活
排水処理の効率化を支援しています。今回は、処理場施設の統廃合について紹介します。

上下水道事業

◆処理場施設の統廃合への支援
紹介する工事は、兵庫県淡路地域において、集落排水の
処理区を公共下水道へ統合するために集落排水の処理場
機能を廃止し、公共下水道処理区へ接続する工事で、土
木・機械・電気の複数工種が関連するものです。
工事を行う際、既設の処理場機能を生かしつつポンプ場
化するため、複数の工事がスムーズに行えるよう調整すること
が重要となります。発注者、工事受注者とともに、工事を構成
する土木・機械設備・電気設備について逐次協議を行いな
がら、綿密な工程調整を行っていくことにより、排水機能の停
止を防ぎ、住民生活に支障をきたすことなく、計画的に工事を
完了することができました

◆市町が行う生活排水効率化への支援
人口減少に伴う下水道使用料の減収、技術職員の減少

による事業執行体制の脆弱化などから、事業運営をとりまく
環境は厳しさを増しており、効率的な事業運営を目指すこと
が求められています。
このことから、兵庫県では、県内の全市町が参画する生活
排水効率化推進会議が設立され、広域化・共同化に関する
検討が進められています。
センターでは、市町が実施する処理場施設の統廃合や汚
水処理施設共同整備などについて計画から施工監理まで
一貫した支援を行っています。
また、ソフト対策として、複数市町の処理場の水質検査業
務を一括的に受託し、維持管理業務の効率化を支援してい
ます。

担当者から

マンホールポンプの設置状況

工事現場の遠隔臨場

上下水道事業部
下水道企画課
副課長 冨永 博文

中核の下水処理場に集落排水・コミプラを接続し、
集約される施設はポンプ場化する。

統廃合工事のイメージ図

水質検査業務の共同化

公共下水道

集落排水

集落排水

集落排水

コミプラ

コミプラ

発注A市

Ｂ市

Ｃ市

Ｄ町

発注 発注
発注

発注

民
間
事
業
者

兵 庫 県
ま ち づくり
技術センター

コロナ禍における業務の実施は、これまで当たり前のように行ってきた対面でのコ
ミュニケーションから、リモートワークや遠隔臨場などの間接的なものに変わってき
ました。まるで、宇宙飛行士が宇宙から正確な情報をわかりやすく地球に伝えるよう
なコミュニケーション能力が必要だと感じており、日頃から正確な情報を伝えられる
よう心がけて業務を行っています。
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埋蔵文化財調査

埋蔵文化財調査部発掘調査におけるデジタル活用
～ドローンと何を組み合わせる?～

　手軽に上空からの撮影ができるドローンは人気を博していますが、ドローンと何かを組み合わせて使用することで、その
効果が最大限発揮されます。埋蔵文化財調査部では「ドローン」と「３Ｄソフト」、「Microsoft Teams（以下Teams）」を
発掘調査の記録や成果公表などに活用しているので紹介します。

◆調査記録
　「ドローン」で撮影した写真をもとに、「３Ｄソフト」で解析す
ることにより、２次元と３次元の記録が可能となります。
　２次元の図面は、報告書に掲載する際に使用され、手で
書くよりも早く図化ができます。３次元のデータは、現地説明
会や速報会などで使用され、わかりやすく説明ができます。
　ただし、記録を作成するには、対象物を真正面から撮影する
必要があります。例えば、図1の3Dモデルや図2の平面図を
作成するには、上空からの撮影が必要なためドローンが必須
であり、「ドローン×3Dソフト」の組み合わせは最適と言えます。

◆成果公表　映像配信（ドローン×Teams）
　「ドローン」と「Teams」を組み合わせることで、遠隔地に
いる方も発掘現場の様子をより分かりやすく見られるように
なります。
　発掘調査で明らかになった成果は、現地で説明会を開
催し、公表していますが、参加できる方は限られます。　
　そのため、これまでは、『GENBAビューイング』と称し、
携帯端末用の通話アプリを使い、遠隔地（考古博物館）に
映像を転送し、調査の様子を体感いただいていました。
　しかし、「ドローン」と「Teams」を使うことにより、上空から
の映像を転送できるようになり、発掘現場の様子がよりわか
りやすくなります。

担当者から（まとめとして）
　埋蔵文化財調査部では、
ドローンをはじめとした
デジタル機器の活用を積極
的に行っています。アイデア
ひとつで様々なことがで
き、その可能性は無限大に
あり、これからも、新たな活
用例の開発に取組んでいき
ます。将来的には、市町の埋
蔵文化財行政をデジタル技
術で支援ができるようにな
ればと思っています。

埋蔵文化財調査部 整理保存課
技術職員 野田 優人

CTC

図3  映像配信の模式図

考古博物館考古博物館

ドローンで撮影した「神戸市兵庫津遺跡の地下式倉庫」の写真

図1： 写真を元に作成した3Dモデル

写真から３次元の記録

３Ｄモデルから2次元の記録

図2： 3Dモデルを元に作成した平面図



兵庫県まちづくり技術センター設立25周年記念
令和３年度 防災特別講演会（兵庫県防災エキスパート研修会）を開催

企画部

情報コーナー

13 CON-TECHひょうご59号

兵庫県まちづくり技術センターと、県の土木職ＯＢらでつくる一白会、兵庫さんすい会が主催する「令和３年度　防災特別講演会
（兵庫県防災エキスパート研修会）」を11月4日、アクリエひめじ（姫路市文化コンベンションセンター）中ホールで開催しました。
今年度は、当センター設立25周年を記念して、兵庫県防災エキスパートや県幹部職員に加え、県市町関係職員も参加し、総勢

204名が聴講しました。
講師は、全国初の防災監で元兵庫県副知事の齋藤富雄氏（関西国際大学特命教授／兵庫県立大学特任教授）と元土木学会会長

で当センターの技術顧問の小林潔司氏（京都大学名誉教授／京都大学経営管理大学院特任教授）が努めました。

◆これまでの知見を活かし、未来に役立てるために。
｢防災特別講演会｣は、主催者を代表して当センターの吉村 文
章理事長が登壇し、阪神・淡路大震災を振り返りながら、創造的復
興と長期的視点に立った防災意識の重要性について語り、開会の
挨拶としました。続いて、来賓を代表して兵庫県技監八尋 裕氏が、
兵庫県の防災、減災に関する取り組み状況を報告。会場の熱気が
高まる中、防災特別講演会の講師、齋藤 富雄氏（関西国際大学
特命教授／兵庫県立大学特任教授）にバトンを渡しました。
齋藤氏は、｢実践的な防災、危機管理｣と題して、4つのキーワー

ド「防災の基盤は自治体」「防災の『我がこと化』」「情報は対応の
命運を左右」「リーダーシップ」を示しながら、防災対策のあり方を講
演。復旧、復興、支援の地域格差が生じる原因と解決のための方
策をはじめ、これからの防災訓練のあり方や災害、事故などの同時
発生災害を想定した対応整備の必要性などについて語りました。
次いで、小林 潔司氏（京都大学名誉教授／京都大経営管理大
学院特任教授）は、「激甚化する災害と国土強靱化のフロンティア」
と題して、地球温暖化の影響で台風など自然災害による被害が頻
発、激甚化している現状を示しながら、現行の防災体制が抱える課
題と解決の糸口となる考え方を講演。災害が頻発する日本は、高精
度の復旧の仕組みが構築されているが、リスクマネジメント技術のさ
らなる高度化や危機管理マニュアルの整備など、解決すべき課題
があることを訴えました。
講演終了後、一白会、兵庫さんすい会を代表して、兵庫さんす

い会会長森口 昌仁氏が「最新の知見を交えた有意義な研修で
した。古くて新しいテーマである防災に、これからも真摯に取り組
んでいきたい」と延べ、閉会の挨拶としました。会場からは、共感を
込めた拍手が巻き起こり、研修会の幕は閉じられました。

公益財団法人 
兵庫県まちづくり技術センター

理事長 吉村 文章

開 会 挨 拶

兵庫さんすい会 会長
森口 昌仁

閉 会 挨 拶

兵庫県技監

八尋 裕氏

来 賓 挨 拶

講　演

Ⅰ.『実践的な防災、
 危機管理』
講師 関西国際大学特命教授／

兵庫県立大学特任教授
齋藤 富雄氏

Ⅱ.『激甚化する災害と
 国土強靭化のフロンティア』
講師 京都大学名誉教授／

京都大学経営管理大学院特任教授
小林 潔司氏

や   ひろ

阪神淡路大震災の教訓から災害復旧支援活動を迅速、円滑に進めるため、公共土木施設の整備や管理に長年携わった県・市町の土
木職OBが、ボランティアとして大規模災害発生時の公共土木施設の被災状況の把握や被害状況調査、地域の防災・減災のための活
動などを行っています。センターは事務局として登録や派遣などの運営を行っています。（登録者：147名（令和4年1月1日現在））

兵庫県防災エキスパートとは
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近年、公共工事の建設現場では、設計の外部委託が進んでいます。そのため、コンサルタントの納品図面等を適正に評
価し、現場との不整合にも的確に対処できる能力を身につけた土木技術職員の育成が課題となっています。
そこで、県庁砂防課と兵庫県まちづくり技術センターでは、ひょうご土木技術マイスターの支援のもと、若手土木技術
職員の養成、技術伝承の一環として、全国初となる、手書きによる砂防堰堤概略設計の実践研修を開催しました。

研修の実施にあたっては、「ひょうご土木技術マイスター」
の中から9名を指導者に迎え、職員自らが担当する砂防堰堤
の位置選定から安定計算、図面作成までを連続２週（6日間）
にわたり、職場を離れて実習しました。
第１回目は7月に、豊岡、養父、新温泉、丹波土木事務所の職

員を対象に、第２回目は11月～12月にかけて神戸、加東、姫路、
光都、龍野、新温泉土木事務所の職員を対象に行いました。

研修生は、初めての手書き図面作成にとまどいながら
も、マイスターのマンツーマン指導のもと、熱心に実習に取り
組んでいました。マイスターからは「研修成果を職場で生か
してほしい」と研修成果の活用に期待を寄せていました。
センターとしても、初めての試みである手書きによる砂防堰
堤の概略設計演習の成果が、今後各職場で役立つことを
期待しております。

砂防堰堤現地調査(豊岡市内)

製図の実習(但馬空港会議室)

担当者から
ひょうご土木技術マイスターがマンツーマンで三角定規の使い方か
ら指導し、CAD世代の受講生は苦慮しながらも熱心に取り組んで
おり、とても良い経験になったと思います。
６日間の研修で砂防堰堤の設計をすべて身
に付けることは困難ですが、今まで設計コ
ンサルタントにほぼ任せっきりの業務を実
践することで、少しでも実務に興味をもって
もらい、設計基準書を読み返すことで、今後
自信をもって業務に取り組んでほしいです。

企画部 情報政策課長
西川 宏樹

砂防堰堤概略設計の実践研修を開催
～ひょうご土木技術マイスターと県庁砂防課職員が若手職員に技術を伝承～

）

4日目 ・砂防堰堤概略設計【実習】

5日目 ・砂防堰堤概略設計【実習】

6日目
・砂防堰堤概略設計【実習】
・急傾斜地崩壊防止工事について【講義】
計画作成　設計の留意点
急傾斜地崩壊危険区域申請書類の作成

・堰堤の検討【実習】
水通し断面の設定　水抜き穴の設定
正面図作成　安定計算
・図面作成【実習】
計画基準点の設定　平面図作成（素案）
中心線および横断図作成箇所の確定　
・砂防指定地申請書類の作成【講義】

3日目

・計画流出量の算定【実習】
・堰堤の高さ【実習】
・堰堤の図面作成【実習】
水通し断面の設定　水抜き穴の設定
正面図作成　安定計算

2日目

・砂防堰堤設計・基本の考え方【講義】
・現地調査【実習】
渓流の確認　堰堤設置候補場所の確認
被害想定範囲および家屋の確認　進入箇所候補の確認

1日目

１ 

週 

目

２ 
週 

目

（

（ ）

（ ）
（ ）

（ ）

後輩職員の育成、技術継承に強い意欲を持っておられる県の土木職OBのうち、土木分野の見識や経験等に優れ、研修講師
として必要なスキルを持ち合わせている方々として、 兵庫県まちづくり技術センターが認定しています。

ひょうご土木技術マイスターとは 

ひょうご土木技術マイスターが
市町のオーダーメイド研修をお手伝いします

市町建設技術職員の技術力向上を目的として、各市町のニーズ
に合わせた”オーダーメイド型”の研修を実施しています。研修
のテーマは、市町の意向に応じてきめ細かく対応し、講師は、
県の土木職OBからなる「ひょうご土木技術マイスター」から
適任者を選定します。講師が各市町に出向き、
必要経費は全て兵庫県まちづくり技術センター
が負担するので、市町の負担はありません。
詳細は、右記のQRコードよりご確認ください。

トピックス



■姫路市プロモーション動画

■国際会議観光都市・
　MICE都市の活用

■「姫路MICE ブランドロゴ」を
　活用したブランディング

■姫路市MICE誘客PR動画

令和4年1月発行（年２回発行）通巻５9号

2107企２Ａ４

ユニークベニューHIMEJIプラン

■「アクリエひめじ（姫路市文化コンベンションセンター）」は、令和3 
年9月1日にオープンした姫路市の大規模・多機能複合施設です。
2,010席のホール、約4,000㎡の展示場や約1,600㎡の屋外展示
場、10室の会議室を備え、大規模な式典、大会、イベントショー、
パーティー、ポスターセッションなどにも対応しています。また、 
JR姫路駅から徒歩約10分とアクセスも良好です。

■ 姫路市では、登録DMOに
なった姫路観光コンベンション
ビューローや、地域のMICE関
係事業者との連携により、大規
模学会や国際会議の誘致に取り組んでおり、地域への経済波及やイノ
ベーションの機会を創出するなど、国際会議観光都市・MICE都市の
発展につなげています。

■ 姫路市は世界遺産・姫路城をはじめ、姫路城西御屋敷跡庭園好古
園や姫路市立美術館などの歴史的、景観的に価値がある施設を多く
有しています。これらの施設は、他都市にはない本市ならではの独自
性のあるユニークベニュー(特別な会場)であり、レセプションや各種
式典などで特別感を演出できる会場としてご活用いただけます。

兵 庫 県 姫 路 市

HIMEJI CITY

この機会に是非、世界遺産・姫路城を有する
姫路市でMICEを開催しませんか

「アクリエひめじ」
の詳しい施設情報
についてはアクリ
エひめじ公式サイ
トまで

姫路の観光、MICE 
開催支援の詳しい
情報については姫 
路観光ナビ「ひめ
のみち」まで

姫路のMICE推進、
ユニークベニュー
の詳細については
「姫路市公式サイ 
ト」まで

姫路市観光スポーツ局観光文化部観光課　TEL:079-221-2121 MAIL:kanko@city.himeji.lg.jp

https://www.youtube.com/watch?v=gDNc6-lVMps

https://www.youtube.com/watch?v=zPHa-R14jIYhttps://www.city.himeji.lg.jp/kanko/0000005126.htmlhttps://www.himeji-kanko.jp/https://www.himeji-ccc.jp/

姫路城から、世界へ、
国際会議観光都市・MICE都市
未来へ続く、新しい創造の架け橋となる場所

“アクリエひめじ”（姫路市文化コンベンションセンター）
オープン 

姫路

姫路市立美術館 好古園

姫路城
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